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代表者 画像

有限会社 ちくさん緑化

和牛繁殖肥育一貫経営は、経営が軌道に乗るまでに時間がかかり、かなりの投資が必要であ

る。受胎率、肥育の増体量の安定等技術の確立が今後の課題である。

法人名 有限会社 ちくさん緑化
代表者 代表取締役 持田 圓治

所在地 〒693-0522 出雲市佐田町一窪田3468番地44
電話 0853-85-2203
設立 平成8年12月6日

参入形態 新会社設立参入
事業の種類 肉用牛の繁殖肥育一貫経営
資本金 1,000万円
（関連会社） 株式会社もちだ園芸
（業種） 造園業

経営規模 資料畑２７㏊、放牧場４０㏊、繁殖牛２３０頭、肥育牛５００頭
従業員等 社員６名、パート１名
年商 14,000万円
投資額 42,133万円

参入の動機：造園業を経営してきたが、元々牛を飼うことが好きで、企業的な畜産に取り組みたく、

平成12年11月に経営を開始した。

取組方針：施設等の整備には農林漁業金融公庫資金、及び補助事業を導入した。畜産技術習得

のため、経験者社員を活用している。地域の合意を得るのに多大の労力を要したが、和牛肉の

需要は今後ますます高まっていくものと考えており、純粋な和牛にこだわった経営の展開を図り、

自給飼料を中心とする飼養を行い、低コスト化と有料堆肥の確保に努めたい。

造園行で、河川敷や道路の草刈りを請け負っており、刈草を飼料として有効活用している。堆肥を採

草地散布及び造園行に有効活用しており、それぞれの業種間でのリサイクルにより経営の効率化を

図っている。

地域の豊かな自然と、熱意のあ

る若者の雇用を守りながら、「し

まね和牛」の振興に貢献したい。


